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(注)1 「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

大学院の場合は、表題を「○○大学大学院 … 」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には,表題には設置時の1日名称を記載し,

( )書きにて,現在の名称を記載してください。

例) ○○大学 △△学部

(□□学部 (平成◇◇年度より変更))

その下欄に

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例)
・学部の設置の場合 :「00 大学 ,△△学部」

・学部の学科の設置の場合 :「00 大学 △△学部 口口学科」

・短期大学の学科の設置の場合 :「00 短期大学 △△学科」

・大学院の研究科の設置の場合 :「○○大学大学院 00 研究科」

・通信教育課程の開設の湯合 :「00 大学 △△学部 口□学科 (通信教育課程)」

※「留意事項実施状況報告書」の場合は,表題を修正してくださし、。

3 大学番号の欄につし、ては,平成27 年3月 30 日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

報告書等の提出につし、て (依頼)」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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「 調査対象大学等の概要等

(1) 設 置 者

学校法人長崎総合科学大学

(2) 大 学 名
長崎総合科学大学

(3) 大学の位置

〒 8 51 一 019 3

長崎県長崎市網場町53 6

(注) ・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合,本部の位置を ( )書きで記入してください。
・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には,複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

〈ださい。

(4) 管理運営組織

職 名 . 設 置 時 変 更 状 況 備 考

理事長
(タテイシ サトル )

立石 暁
(平成24年11月)

変更なし
1

学 .長

(キジマ カツロウ)

貴島 勝郎
(平成21年4月)

(キノシタ タケシ)

木下 健
(平成27年4月)

任期満了に伴う選出
(平成27年4月1日)(27) ・

学部長
(オオバ カズヒコ)

大場 和彦
(平成26年4月)‐

変更なし -
▲

. .

学科長等
.

,
.

.
.

,
,

(注) ・「変更状況」は,変更があった場合に記入し,併せて「備考」に変更の理由と変更年月日,報告年度を

( ) 書きで記入してください。

(例)平成25 年度に報告済の内容 → (25)

平成27 年度に報告する内容 → (27)
・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば,・「変更状況」に赤字にて記載 (昨年度までに報告
された記載があれば,そこに赤字で見え消し修正)するとともに,上記と同様に, 「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には, 「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。



(5) 調査対象学部等の名称,定員,入学者の状況等

(注) ・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等,定員を定めている組織ごとに記入してください
区分ごとではありません)。

・ 様式は,平成 24 年度開設の4年制の学科の場合 (平成 27 年度までの 4年間)ですが,開設年度・
修業年限に合わせて作成してください。 (修業年限が3年以下の場合には欄を削除し,5 年以上の場合
には,欄を設けて〈ださい。)

(5) ー① 調査対象学部等の名称,定員

調査対象学部等の
名称 (学位)

設 置 時.の 計 画
備 考修業年限 入学定員 . 絹入学定員 収容定員

総合情報学部
総合情報学科

学士 (工学)

年

4

人

85

年次
人

0

人

340

変更年月及び報告年度を ( )書きで記入してください。(注) ・定員を変更した場合は, 「備考」に変更前の人数,
・学生募集停止を予定している場合は、「備考」に

HIの人数 , 変更 月及 口 蔓 (
「備考」にその旨記載してください。

(5) ー② 調査対象学部等の入学者の状況

“
＼
;＼きき度

平成24 年度 平成25 年度 平成 26 年度 平成27 年度
平均入学定員
超過 率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

備 考
春季入学1その鎮の掌鞭春季入学-その鐘の掌M 春季入学1その捻の掌顛春季入学1その恰の到ろ

A 入学定員 '

85人 人

( - )

[ 5 ]

8b人・ 人

( ・ )
[ 5 ]

○,71倍
‐

.

▲

・

.

志願者数
.

‐

99
( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

122
( )
[ 21

( )
[ ]

受験者数
99

( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

122
( )
[ 21

( )
[ ]

合格者数
,

.

91
( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

i13
( )
[ 21

( )
[ ]

B 入学者数
・

.

.

57
( - )

[ 2 ]
( )
[ ]

65
( )
[ 2 ]

( )
[ ]

入学定員超過率
日/A

0.67 0,76

(注) ・ 数字は,平成 27 年 5月 1日現在の数字を記入してください。
( ) 内には,編入学の状況について外数で記入してください。なお,編入学を複数年次で行って

いる場合には,(( ))書きとするなどし; その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
「一」を記入してください。

[ ]内には,留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入して
ください。
留学生については, 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる 「『留学』の在留資格 (いわゆる

「留学ピザ」)により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校, 専修学校 (専門課程)
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載して〈ださい。
短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期 (春季入学以外の学期区分を設けている

場合) に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「一」を記入して
ください。また,その他の学期に入学定員を設けている場合は,備考欄にその人数を記入してください。
「入学定員超過率」につL、ては,各年度の春季入学とその他を金計した入学定員阻 入学者数で算重して

ください。なお,計算の際は4墜塩点以下第 3位を切り捨て,小数姐点以下第2位まで記入してください。
「平均入学定員超過率」には,開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

なお,計算の臓は「入学定員超過率」と国様にしてください。
r開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は,完成年度を越えて報告書を提出する大学 (「改善

意見等対応状況報告書」を提出する大学)のみ記入して〈ださい。「設置計画履行状況等報告書」の場合は
「一」を記入してください。

(入試
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(5) ー③ 調査対象学部等の在学者の状況

＼＼＼きき堕さ‐
学 年

平成24 年度 平成 25 年度 平成26 年度 平成27 年度
備 考

害季入学1繍 蜘 春季入学1繊剛 春季入学その陰の学期春季入学その箆の学期

1年次 / / [ 2 ]

( )

57

[ ]

( )

[ 3 ]

( )

65

[. ]

( )

.

◆

. r

,

.

・

2年次 / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ 2 ]

( )

55

[ ]

( )

3年次 / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

4年次 / / [ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

[ ]

( )

計 / / [ 2 ]

( )

57

[ 5 ].

( )

120

(注) ・ 数字は,平成27 年 5月 1日現在の数字を記入してください。
・ [ ]内には,留学生の状況について因数で記入してください。該当がない年には「一」
ください。

・ 留学生については, 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる 「『留学』の「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格 (いわゆる
「留学ビザ」)により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校,専修学校 (専門課程)
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。
短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないで〈ださい。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は,春季入学とその他の学期 (春季入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は,その他の学期欄は「一」を記入して
ください。また,その他の学期に入学定員を設けている場合は,備考欄にその人数を記入して〈ださい。
「計」については,各年度の春季入学とその他の学期を台頭計した在学者数 留学生塾を記入してください。
( )内には,留年者の状況について, 内数で記入してください。該当がない年には「一」を記入してくだ

さい。

を記入して
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(5) ー④ 調査対象学部等の退学者等の状況

“
入学者数(b)退学者数(a) 退学者数(内訳)

退学した年度 退学者数発ち置雛髭
主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
(a/b)

退学者数(内訳)

退学した年度 退学者数 退学者数の
うち留学生数

平成24年度
入学者 人 0 人

平成24年度 人 人
.

#DIV/0! %
平成25年度 人 人

平成26年度 人 人
「 .

平成27年度 人 人

平成25年度
入学者 人 0 人

平成25年度 人 人
.

#DIV/0! %平成26年度 人 人 .

ー

平成27年度 人 人 .

平成26年度
入学者 57 人 1 人

平成26年度 1人 0人 授業料未納(1)
0 96

平成27年度 0人 0人 ・

平成27年度
入学者 65人 0人 平成27年度 0人 0人 r 0 %

合 計 122人 ・ 1.人
・ 「 ・「

. 〇%

(注)・数字は,平成27年5月1日現在の数字を記入して〈ださい。

・各年度の入学者数については,該当年度当初に入学した人数を記入してください。(途空で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

ありませ ん。) . ・ ‐

・各年度の退学者数については,退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入して〈ださい。

・ 留学生については,「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格 (いわゆる「留学ピザ」)
により,我が国の大学 (大学院を含む。), 短期大学,高等専門学校,専修学校 (専門課程)及び我が国の大学に入学するための ‐
準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。
・ 短期交換留学生など,定員内に含めていない学生については記入しないでください。

. ・「入学者数に対する退学者数の割合」は,【当該対象年度の入学者のうち,平成27年5月1日現在までに退学した学生数の合計】を, ・

【当該対象年度の入学者数】で除した割合(%)を記入してください。その際,小数点以下第2位を四捨五入し,小数点以下第1位までを記入して〈ださL
・「主な退学理由」は,下の項目を参考に記入してください。その際,「燕学意欲の低下(0人)」というように,その人数も含めて記入してください。

(記入項目例)・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

4



2 授業科目の概要

<総合情報学部 総合情報学科>

(1) 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置
・ 備 考

必修 選択 自由教授佳教授講師助教助手

共
通
科
目
系
列

理
数
科
目

基礎数学
微分積分学1
微分積分学□
微分積分学皿
線形代数学1
線形代数学亘
力学1
力学虹
熱力学
電磁気学

前

乞
前
前
後
前
後
前
後

1
前

後

2

1

1

1

1

2

2

後
前

q
U
4
7
4
7
リ
ム
リ
ム
リ
む
り
ロ
リ
0
7̂"
nソ
〇

ー1↓
li

◆

r

荊
熟
那
彩
海
部
瀞
瀞
海
部 1.

・

形
成
科
目

大学生入門
平和を学ぶ
ながさきを学ぶ
現代社会を考,える
ことばと映像
近代日本文学
哲学 ,

批判的思考法
歴 史 学 ,.

近現代史
文化人類学
女性学
教育学 .

現代社会と教育
心理学 .

人間関係論
日本事情概論
日本文化論
憲法 1
憲法口
法学入門
現代社会と法
経済学
政治学基礎
現代政治
国際関係論
健康の科学
人文科学ゼミ1
人文科学ゼミロ ・
社会科学ゼミ1
社会科学ゼミ亘
総合問題ゼミI

総合問題ゼミ11

保健体育実技A
保健体育実技B

.1 前

1前・1後

1前
1後
1前
1後

1前・1後

1後
1前
1後
1前
1前
1前
1後
1前
1後
1前
1後
1前
薙髪
1前
1後
1後
1前
1後
1前
1後
2前
2後
2前

2後

3前

3後

1前

2後

,

.

.

,

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
.2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

,:

・

.

~

.・

.

.

.

・

.

,

ー

.

.

◆

.

◆

.

◆

兼7
兼3
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼2
兼2
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
禁1
兼 1・

兼1

兼1
屑El

兼、1

兼3
兼3
兼2

兼2

兼5

兼5

兼3

兼2

ま

1

‐

.

・

11

.

・



6

共
通
科
目
系
列

情
報
・
キ
ャ
リ
ア
科
目

情報基礎
情報基礎演習
情報科学
情報と社会
インターンシップ

将来計画フオーラム

書
目
、一
月

台目
"
名=
じ
舎
目
r
建

TI

I1
リム

リ
ム

‘̂

QU

リ
ム
n
乙

n了ム
リ
ム
リム

リム

{ 1↓

1↓

.・IL

r

n乙

n′ム
ー
▲

f
▲
・
.
▲
.
▲

兼
兼
兼
禁
兼
蕪

担当省変更 (27)

担当者変更 (27)

外
国
語
科
目

基礎英語 IA
基礎英語 IB
基礎英語ロA
基礎英語ロB
英語 IA
英語 IB
英語ロ
英語皿
英会話 1‐

英会話口
英会話m
英会話W
英語演習A
英語演習B
日本語 IA
日本語 IB
日本語1IA
日本語1IB
日本語m

日本語W

日本語演習A
日本語演習B
独語 1
独語n
仏語 1
仏語□
中国語 IA
中国語 IB
中国語江A
中国語ロB

1前
1前

1前・1後

1前・1後

1後・2前

1後・2前

2前・2後

2後・3前

,1 前

1後
2前
2後
3前
3後
1前 .

1前
1後
1後
2前

2後

3前
3後
1前
1後
1前 ,

1後
1前
1前
1後
1後

‐

.

▲

.

T
▲
T1▲
T
1
tli

ソ̂ム
nソO
7̂ム

ソ̂ム
T
▲
.
▲
nア"

ソ̂ム
.̂
ソロ

7̂0
T
ム
ー
ふ
T
I
I
↓

ソ̂ム

7̂"
n乙

り
O

T
▲

.
▲
.
▲
.
▲

1
1
1
▲
T
ム

ー
▲

ー

・

,

.

.

.

兼5
兼5
兼7
兼7
兼7
兼7
兼5
兼3
兼1
兼1
禁1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1
兼1

兼1

兼1
兼1
禁1
兼1
禁1
兼1
禁1
兼1

月払 :l

兼1

L.

門
科
目
系
列

基
礎
科
目

統計概論
数理統計学
情報代数学
応用線形代数学
立体幾何
投影幾何
数値解析
物理学概論 ・
物理学実験
化学概論
生化学分子計算
生物学概論
人間工学
地学概論
地域環境モニタリング
プログラミング基礎1
データ構造・とアルゴリズム

ネットワークとセキュリティ
データベース基礎

情報化社会における労働と職業倫理
技術マネジメント

1前
2前
1後
2前
3前
3後
2後
1後
2後 ・

1前
綿後
1前
3前
2前

. 3後

1後
1前
2前
2後
3前
3後

nア"

ソ̂"

◆

り
"

り
"

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

・

‐

I

I

I
1 .

I

I

1 .

I

I

I

I

I

▼

- r

I

I

I

.

兼2
兼1
兼1

兼1

兼2

兼1



専
門
科
目
系
列

専
門
科
目

プログラミング基礎11
プログラミング基礎11演習
コンピュータシステム

プログラミング1
プログラミング11
プログラミング11演習
ソフトウェア設計論
オペレーティングシステム
組込みシステム
Webデザイン

Webアプ リケー シ ョンI

Webアプ リケー ション11

脆 bアプ リケー シ ョン 111

視覚伝達デザイン
音響デザイン
情報デザイン論
インタラクションデザイン
CG映像デザイン
Web コミュニケーシ ョン

インターフェースデザイン
電気工学基礎 1
電子工学基礎
アナログ回路1
アナログ回路11
デジタル回路基礎
デジタル回路設計1
デジタル回路設計11
知能ロボティクス
制御工学
計測工学
メカ トロニクス

知能情報学実験基礎

知能情報学実験1

知能情報学実験11
知能情報学実験111
総合情報学概論AI
総合情報学概論BI
総合情報学概論AII
総合情報学概論BII

総合情報学フ才一ラム1

総合情報学フオーラム11

総合情報学ゼミ1

総合情報学ゼミ11

総合情報学ゼ.ミ111

総合情報学ゼミ1V

生産マネジメント
品質マネジメント
スポーツマネジメント
マーケティング論
経営管理衿
シ ミュ レー・ション

数理計画法
経営戦略論
企業と法律
人的資源管理論

nソ
"
nソ
0
ソ̂
む
り
"
ソ̂
"
ソ̂
ロ
ソ̂
ロ
n7
"
n7
"
っ
“
っ
"
nソ
"
ソ̂
"
7̂
む
つ
0
っ
“
nソ
ロ
A
V
^
b
^
b

ソ̂
"
7̂
0
ソ̂
ロ

ソ̂
"
っ
"
ソ̂
む
り
“
ソ̂
ム
ソ̂
ロ
ソ̂
"
ソ̂
0
っ
"

ソ̂
"

nア
"
っ
“

兼2
兼1
兼1

担当音変更 (27)

禁1

担当者麦夏 (27)

兼1

当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者変更 (27).
▲
.
↓

7̂ム
ー
↓
n7心

Q
U X̂

U
(
書
^
3

2
-̂
X
v
2
】̂
3
^
老
父
Y
^
メ
ー̂
X
v

2

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

担当者亥更 (27)

担当者麦夏 (27)

担当者麦夏 (27)

前
前
前
後
前
前
前
前
後
前
後
前
後
前
前
後
後
前
後
後
前
前
後
前
前‐
後
前
後
前
前
後
前

後

前
後
前
前
後
後

前

後

2前

2
1
3

↓

1

6

1

5

8
7
8
7
8
7
8
7
8
7
8
7

1

1

3

2後

前

後

前
後
前
前
後
前
後
後
後
後

Q
U

R
U

ク
ム
nソ
む
つ
"
nJ

ク
ム
nJ

リ
ム
n・U
Q
U
Q
U

3

兼i

兼1

禁1
兼1
兼1



7̂
"
ソ̂
"
nソ
"
nア
q
ソ̂
“

11【
11

1▲
t十

.
・

・兼 ー

禁1
担当者麦吏 (27)

担当者安定 (27)

専
門
科
目
系
列

門
科
目

財務会計
財務管理
経営分析
環境マネジメントシステム
環境シミュレーション

環境と法
環境政策概論
省エネルギー工学実習基礎
省エネルギー工学実習1
省エネルギr工学実習11
省エネルギー工学実践
有機化学
公害概論
環境分析学
環境化学実験
農薬化学
環境衛生工学
生態の科学
生態系調査法
生態系の保全とビオトープ
生態環境工学実験
生態系研究法
生物資源工学
土壌学
植物栄養学
生物化学
バイオテクノロジー実習
生命工学
栽培環境管理学
食品化学
栄養化学
環境調節工学実験
農産物利用学
応用微生物学

卒業研究

2後
3前
3後
2前
2前
2後
2後
2前
2後
3前
3後
2前
2前
2後
3前
3前
3後
2前
2前
2後
3前
3後
2前
2前
2後
%姿
2後
3前
3前
3前
3後
3後
3後
3後

4通 10

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

.

1

1

1

1

1

1

1

8
7

1
▲

↓
▲

Ẑ

1

I

I

I

I

I

I

1 ‐

I

I

3

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3
3

.

.

禁ー

蓑叢1
兼1

兼1
禁1

兼2
兼2
兼2

ボ兼 1

兼1
禁1

兼1

担当者変更 (27)

担当者変更 (27)

,

.

1

担当者変更 (27)

(注) ・ 認可申請書の様式第2号 (その 2の 1) に準じて作成してください。
・ 設置認可時の授業科目全て (兼任,兼担教員が担当する科目を含む。) を黒字で記載してください。その上
で,前年度報告時 (平成 25 年度に認可された大学等は設置認可時)より変更されているものは赤字見え消し
修正し, 「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
なお,昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については,見え消しのまま黒字にしてください。

・ 兼任,幕担の教員が担当する授業科目については,備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
・ 授業科目を追加又は内容を変更する場合で,専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては,

「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。 (今後審査を受ける場合

には, 「平成○年0月 提出予定」と記入してください。)
・ 「配当年次」について,設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等 (平成 19 年度認可
以前) についても,設置認可時の状況を黒字で記入して〈ださい。また,前年度報告時より修正があれば,
赤字で見え消し修正をしてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
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(2) 授業科目数

◆ 設 置 時 の 計 画 変 更 状 況 備 考必 修 選 尺 自 由 計 . 必 修 選 択 自 由 計
科目

17
科目

180
科目
O

科目
197

科目
O

[ , ]

科目
O

[ ]

科目
O

[ ]

科目
O

[ ]1
(注)・未開講である場合や,配当年次に関わらず,教育課程上の授業科目数を記入する(資格に関する課程など,

別課程としている授業科目については算入する必要はありません。)とともに,[ ]内に,届出時の計画
からの増減を記入してください。(記入例:1科目減の場合:△1).
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(3) 未開講科目

番号 授業科目名 単位数配当年次一般 ・専門 必修・選択 未開講の理由,代替措置の有無
イー▼

2 該当なし3

(注) ・ ,設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず,何らかの理由で未開講となって
. いる授業科目について記入してください。なお,理由については可能な限り具体的に記入してください。
・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については,記入しないでください。
・ 教職大学院の場合は, 「一般・専門」を「共通・実習 ・その他」と修正して記入してください。,

.

(4) 廃止科目

番号 授業科目名 単位数配当年次一般・専門 必修・選択 廃止の理由,代替措置の有無
一.丁

2 該当なし3

(注) ・ 設置時の計画にあり,何らかの理由で廃止 (教育課程から削除) した授業科目について記入して
〈ださい。なお,理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ 教職大学院の場合は, 「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

(5) 授業科目を末開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注) ・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
知方法」を記入してください。

(6) 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
設置時の計画の授業科目数の計

(注) ・ 小数点以下第 3位を切り捨て,小数点以下第 2位までを記入してください。
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3 施設・設備の整備状況,経費

区 分 . 内 容 , , 備考

1

校
◆

地

区 分 専 用 共 用 共用する他の
学校等の専用 計

大学全体

校舎敷地 67,527nf m1 ml 67,・527m

運動場用地 34,116nf . ml nf 34,116可

小 計 101,643nf
、

m, mi lol,643nf

そ の 他 lol,487ボ ml . ー
mi lot,4871d

合 計 203,130ボ mi ml 203,130ボ

ぐ2)校 △

‐ 専 用 共 用 共用する他の
学校等の専用 計

大学全体26,976nf

( 可)

onf

( ボ)

0ボ

( nf)

26,976m

( ボ)

(3)教 室 等

講 義 室 演 習 室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

大学全体
.32 室 67室 59室

9室

(補助職員 2人)

1室

(補助職員 0人)

(4)専f王教員研究室
新設学部等の名称 室 数

‐.
総合情報学部 総合情報学科 25 室

5

図
書
・
設
備

新設学部等
の名称

図 書

〔うち外国書〕

冊

学鎖雑誌

・〔うち外国書〕 電子ジャーナル

種 〔うち外国書〕

視聴覚資料

点

機械・器具

. 点

標 本

点
大学全体での共用分
寄贈による増加 (27)
図書
119,452〔21,875〕
料解 整〔2J}』輯1〕
学術雑誌
2,045〔461〕
2,M‘雫〔461〕

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

総合情報学部
総合情報学科

37,756 G;,255〕

(35.016〔4,6661)

1,033〔240〕

(1,024〔232〕)
(←αき3〔232〕)

25〔lo)

( 0 〔0〕)

20

(13)

O

(0)

O

(0)

計
37,756〔5,255〕

(36,046〔4,6661)

1,033〔2401

(1,024〔232〕)
(L023〔232〕)

25〔10〕

( 0 〔01)

20

(13)

O

(0)

O

(0)

(6)図 書 館
面 積 . 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
1,855ボ 250 171,333

(7)体 育 館
面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,758ボ
-

,
.1

{8)
経費の見
煽り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

区 分 ・開設年度 完成年度 区 分 開設前年度 開設年度 完成年度

届出学科全体
図書費には電子
ジャーナルの蓬麿費
を含む

教員1人当り研究費等 100千円 100千円 図書購入費 859千円 f,359千円 1,359千円

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 設備購入費 5,543千円 5,543千円 5,543千円

学生 1人当
リ ー

納付金

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次

1,330千円 1,150千円 1,170千円 1,190千円 千円 ./// ′千円

学生淋 金以外の謝寺方法の溺要 1私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

(注) ・ 設置時の計画を,申請書の様式第2号 (その 1の 1) に準じて作成してください。 (複数のキャンパスに分かれている場合,
複数の様式に分ける必要はありません。なお, 「(1) 校地等」及び 「(2) 校舎」は大学全体の数字を,その他の
項且はAC 趨室学部等の数値を遠己人してく.ださい。)

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は,その旨 (所要時間・距離等)を「備考」に記入してください。
, 「(5)図書・設備」については,上段に完成年度の予定数値を,下段には平成26 年 5月 1日現在の数値を記入してください。
, 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては,変更部分を赤字で見え消し修正するとともに,その
理由及び報告年度 「(26)」を「備考」に赤字で記入してください。 ・
なお,昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については,見え消しのまま黒字にしてください。

, 校舎等建物の計画の変更 (校舎又は体育館の総面積の減少,建築計画の遅延)がある場合には,「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。



(注) ・ 本調査の対象となっている大学等の設置者 (学校法人等)が設置している全ての大学 (学部,学科),
大学院 (専攻)及び短期大学 (学科)(AC 対象学暗弛等質Aむ)について,それぞれの学校種ごとに,

. 平成 27 年5月 1日現在の上記項目の情報を記入してください。
・学部の学科または研究科の専攻等、 r入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。
※ r入学定員を定めている組織ごと」には、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている
場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

※なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている組織上
の最小単位 (大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」)でも記載してください。

専ゞ攻科に係るものについては、記入する必要はありません。
・AC 対象学部等についても必ず記入してください。
・「平均入学定員超過率」には,標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の
平均の小数点以下第 2位まで (小数点以下第3位を切り捨て) を記入して〈ださい。

・学生募集を停止している学部等がある場合,入学定員・収容定昌・平均入学定昌超過率は「一」とし
「備考」に「平成QO 年より学生墓集停止」と記入してください。‐
○年より学生募集停止」と記入してください。
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4 既設大学等の状況

大‐学 の 名 称 長崎総合科学大学 . 備 考

既設学部等の名称 修業
年限 金責編入学

定 員
収 容
定 員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開 設
年 度 所 在 地

▲

,.

・
r

.

.

.

年

.

2

2

2

人

10

m

m

年次

人

人

知

罰

士
学

士
学

士
街

惨
工
修
工
惨
学

倍

0.45

0,75

0,45

平成9
年度
平成9
年度
平成18
年度

長崎県長崎市
網場町536番地

同上

同上

大学院博士後期課程

工学研究科

総合システム工学専攻 3 3

ー

9
博士

.(工学 )
博士
(学術)

0.77 平成14
年度

長崎県長崎市
網場町536唇地

工学部

船舶工学科

機械工学科

電気電子工学科

メ築学科

工学科

情報学部

知能情報学科

経営情報学科

環境・建築学部

人間環境学科

建築学科

総合情報学部

総合情報学科

▲
斗

A
「

▲"
「

イ
「

▲
斗

▲
琴

^
「

A
T

▲
斗

A
サ

.150

85

.

60
0

-

-

-

-

340

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学±
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士 (人間
環境学)
学士
(建築学)

機 ;±

(工学)

0.82

‐

.

0.7

昭和40
年度
昭和43
年度

昭薯麗O

平成26
年度

平成17
年度
平成17
年度

平成21
年度
平成21
年度

平成26
年度

長崎県長崎市
網場町536番地

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止
平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止
平成26年4月より
学生募集停止+

,

平成26年4月より
学生募集停止

平成26年4月より
学生募集停止





5 教員組織の状況
<総合情報学部 総合情報学科>
(1) 担当教員表

1 設 置 時 の 計 画 変 更 状 況

備 考
専任 ・
美担- ・

読任の環名 氏名
(年齢)

就任予定年月 担当授髪科目名

専任・
蜂起・
壕任の
みJ

職名 氏名
(年齢〉

就任予定年月 担当授蒙科目名

専任 教授 竹田 仰
(65)

平成26年4月

総合情報学概論AI
総合す育報学概論AII
総合情報学フォーラム 1
総合情報学フォーラム耳
インタラクションデザイン
インターフェースデザイン
知能情報学実験 1
知能情報学実験u
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミロ
総合情報学ゼミ皿
総合情報学ゼミ1V
卒髪研究

.

.

『
.

教授 ・ 泡末 純一
(65)

平成27年4月

プログラミング基礎虹演習
Webデザイン
Webコミュニケーション
知能情報学実験n
知能情報学実験頭
琵合情報学ゼミ1
総合ず吉報学ゼミロ
総合情報学ゼミm
総合情報学ゼミW
卒禁研究

任

.
怯

担

尊

奪

挟

≦′′ は
(32)

蟻捧呈お妄ご
(3つ)

後単 巨き己
(39)

平註27年4月

平或27与り』

平貢 27年 1月

ブコダラミング基礎 11流習

言ぬデザイン
Webコミュニウ:--ション
お差そ斉熟苧会lint
鞍合宿戸参ゼミ1
H 合i吉報ネゼミ11
鯵合}考課ネゼミm
幹台袴議.字‐ゼミハ′
卒霜研究‐

知能続報学実験11

泡空を…--教授平成27卒
3月濃輪に伴う抱当青
;‐きき (.27)

F歩k純一者長平費 27年
3月量暖に伴い平安27
年1月福井塾老幼鮫を
転任に音響鉾;用 (27)

だミメミモ三一敷授平成 27半
3月退職に伴う担当者.
窯 !≧ (27) ・

劫教

蒙担 教授 泡末 純一
(64)

平成26年4月

情報基礎
済報基礎演習
総合情報学フオrラム【
総合清報学フオーラムロ

専1壬 騎教 rajキ 髪安
(30)

平森27年4月
.

・

漁夫モモー教授平成27年
3月墨環に伴い率森27
年lilt天井竪巽勃数を
新j貝採用 (27)

専任 教授 下島 真
(61)

平成28年i月

プログラミング亙
プログラミングn演習
オペレーティングシステム
組込みシステム
総合情報学ゼミ旧
総合情報学ゼミ1V ー
卒票研究

- ・

蒙担 教授 下島 真
(49)

平成26年4月

プログラミング 1
知能情報学実験 1
知能情報学実験n
総合情報学フォーラム 1
総合情報学フォーラム□
総合情報学ゼミI
総合情報学ゼミD

.

'
'

専任 教授 杉原 敏夫
(69)

平成26年1月

統計概論
生産マネジメント
品質マネジメント
数理計画法
マーケティング論‐
総合情報学票蛤BI
総合続報学概論811
総合情報学フ才一ラム 1
総合情報学フオーラム11
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
接合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ・v
卒蓑研究

・ .
・

:

,
.

・

ー

専任 教授 浅瀬 一お
(65)

平成29年4月 産業研究
'

. ・
.

兼担 教授 浅韻 ー紀
(62)

平成26年4月

数理統計学
立体幾何
投影慕何 .
Webアプリケーション1
『ebアプリケーション11
シミュレーション
財務管理
総合情報学概論81
総合情報学鞭鈴BII
総合情報学フオーラム1
総合情報学フォーラム11
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11‐
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1V

.
.

.

‐
、

.

・



専任 擬 積山 正人
(64)

平成27年4月

技術マネジメント
経営情報システム
社会情報システム
医療情報システム
接合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1y
卒蒙研究

iず#毛 豪きき

後任糸き

露舞 浄文
@))

平成27‘デ1月

賛片デーノネジメント
社会 r左翼システノ・
区救済親システム

錘宮浦熱システム

キーUJ正人参後;"モ27手
J月'&険に{そう,3il 目
式式年麦鱈錠であるため
27‘ii度六に冠:i者を
決める (27)

煩山正人教授アベ27琴
jJi選噌1:伴う担当者
暮吏 (27)

fレパキ目に-つし、ては、
ずi当量員さきlitいるの
支障はない,(27)

兼担 教授 槙山 正人
(63)

平成26年4月

総合情報学翫給BI
接合情報学概論Bn
総合続報学フ才一ラム 1
総合情報学フオーラム n

・

・
.

涙山正人g校学ぼ27年
3月遥遠にf¥う担当者
変更,÷“目とも担当
教員が蓑ミ≧いるので
支「劇まない.(27)

専任 し‐授 日曾 明男
{67)

平成29年4月 卒美研究

椋担 教授 日富 明男
(64)

平成26年4月

情報代数学
応用線形代数学
数値解析
デーク構造とアルゴリズム
ネットワークとセキュリティ
データベース基礎
Webアプリケーション111
総合情報学概論B隊ミ
総合情報学擬蛤BI塔≦
総合情報学フォーラム1※
総合榊級掌フォーラム11※
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1V
積分積分学1
微分積分学江

.

・
.

・

, 1
専任 教授 大湯 和彦

(67)
平成26年4月

地学概論
生物資源工学※
土壌学
種物栄養学
栽培環境管理学
環境隅節工学実験
農産物利用学
総合情報学嶺詰al
総合情報学桜槍all
総合情報学フオーラムI
接合情報学フ才一ラム11
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1y
卒業研究

ー

.

.

.

,

▼ .

′

専任 糧教授 窪 智美
(36)

平成26年4月

視覚伝達デザイン
情報デザイン論
CG映像デザイン
知能滴鞍学実験基礎
知能情報学真技nl
総合情報学フォーラム【※
総合情報学フ才一ラム 11※
総合楠報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミm
総合情報学ゼミ1V
卒冥研究 .

着担 准教授 誓 智美
(36)

平成26年4月

視覚伝達デザイン
情報デザイン論
CG映像デザイン
知能情報学実験基礎
知能情報学実験m
総合情報学フォーラム 1※
総合情報学フォーラム 11※
総合情報学ゼミI
総合『育報学ゼミ1ー ,
総合鯖朝学ゼミm
輯合情報学ゼミ1V
卒票唇究

房安唯教授の平成26年3月
の退職に伴い設置特に予定
していた専任から兼担とな
る,

専任 准教授 三浦 正俊
(64)

平成26年4月

簿記.
原価会計
財務会計 ・
経営分析
総合情顎学概論BI;芙
総合情報学様論BIB…{
総合情報学フォーラム聡美
総合情報学フォーラム11※
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
縫合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1V
率票研究

担

担

桓

蜂

差

兼

軟授

家松

教授

′jヰ浅 忠弐
(もの

湾瀬 一を己
(")

内田 足倭
焦り)

〒森27¥4 月

平哀27年4月

平E227年 1月

簿記

漂竺会計

財務会計
経営分崎

三言正伎種転授平成27年
3月選辰に伴う担当者

ご三更 (27)・
三,;正貨経…セキミ平定27年
3月選編に伴う担当者・
{.¥冥 (27)
三i当正臣種竺操平成27年
3月進紙に伴う担当者
窪豆 (27)

色の科目については、
担当家員が檀救いろの
で支障はない (27)

辱 誘師 控馨 稽紀
(40)

平成29年4月 卒業研究
・

恭担 講師 鰯 雅き己
(37)

平家26年4月

知能ロボテイクス
制御工学
計測工学
メカトロニクス
知能情報学実験基礎
知能情報学麦験m
総合情報学概論AI
総合済報学撰美AII
総合情報学フォーラム 1
総合情報学フ才一ラムロ
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミロ
持合情報学ゼミ瓜
総合情報学ゼミ1V

.

. .

‐

.

▲

.

..



専任 講師 清原 新一
{46)

平成28年4月

地域環境モニタリング
省エネルギー工学実習11※
省エネルギー工学実践※
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミW
痘警餅嫌. ・

.

蒜担 講師 蒲原 新一
(44)

平成26年4月

特報基礎
情報基礎演習
物理学概論
環境シミュレーション
省エネルギー工学実習基礎
省エネルギー工学実習 1
総合情報学概論BI
総合情報学撰誇811
総合博識学フォーラム1
総合情報学フオーラム11
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11

.

・

・

専任 訴師 黙官 嫁介
(38)

平成27年4月

生態の科学
生鐘系調査法
生態系の保全とビオトーブ
生態環境工学実験
生態系研究法
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1V
卒幕研究

,.

ー

.

・ .

′

蒜担 謡齢 繁官 悠介
(37)

平成26年4月

読物学撰蛤
8合情報学概論81※
S合情報学概論BII※
3合情報学フォーラム 1※
巻合情報学フオーラム亘※

助教 市領 袋星
(34)

平成28年4月

生命工学
総合情報学ゼミ111
総合情報学ゼミ1V
卒業研究

.

兼担 助敦 市瀬 真里
(32)

平森26年4月

生物資標工学※
生物化学
バイオテクノロジー実習
総合情報学概論BI※
総合情報学霧論BII※
総合情報学フオーラム1※
総合情報学フオーラム11※
総合情報学ゼミ1
総合情報学ゼミ11

・

.

・

.

助教 中道 陸広
(29)

平成26年4月

生物資源工学
公害概論
環境分析学
環境化学実験
農薬化学
環境衛生工学
総合情報学概論BI
総合情報学鱗論BII
総合情報学フオーラムI
持合情報学フオーラム11
総合精製学ゼミ1
総合情報学ゼミ11
総合情報学ゼミ11[
総合情報学ゼミ1Y
卒業研究

・

.

.

.

.

'

.

,

.

、

恭担 教授
劉(54)震

平成26年4月

情報基礎
情報基礎演習
プログラミング基礎 1
プログラミング基礎口
プログラミング基礎n演習
情報科学
コンピュータシステム

ー ・

蒜担 教授 林田 滋
(65)

平成28年4月 樗来計画フオーラム ・
・

芸担 教授 田中 義人
{54)

平成27年4月
デジタル回路基礎
デジタル回姦設計 1
デジタル回嘉設計"

蒜担 長佑茅 平成26年4月

基震数学
微分積分学 1
微分積分学n
微分積分学m
線形代数学1
線形代数学n

.
‐

兼担 准教授 加藤 貴
(43)

平成28年4月

力学 1
力学口
熱力学
電磁気学
物理学実験
化学概論
生化学分子計算
有機化学

蒜 f担 *授 Z:辱 費
HD

平毅27年J月

.

◆
.. 早哀27手1月教授昇格

(2ア)

蒜担 准教授 房安 貴弘
(41)

平成26年4月 微分積分学1
微分積分学n 兼任 准教授 房安 貴弘

(41)
平成26年4月 微分積分学 t

微分積分学n

房安唯教授平成26年3月
退職こより平成26年4月
から兼担→兼任となる。
(26)

兼担 講師 三田 博司
(49)

平成26年4月

情報基礎
情報基礎演習
プログラミング基礎 1
プログラミング基礎n
プログラミング基礎耳演習
情報と社会

.

・

蒜担 講師 清山 浩司
(37)

平成27年4月
電子工学基度
アナログ回路 1
アナログ回路 n

票超 塔節 清山 浩司 ・
(37)

平成27年4月
電子工学基礎
アナログ回路 1
アナログ回路江

平成25年7月准教授昇格
(26)



蒸担 助軟 田蒐,)僚 平成27年4月 電気工学基礎 1 美週 またモ 日」IP 義人
(53)

尋ね227f戸1月 竜ム(工学{墓碁さ【
田‘…」{安め数平成と7¥1 月
選晒に{モラ担当考定豆
(27)

兼任 巽師 中西 恒夫
(43)

平成28年4月 ソフトウエア純許論

兼任 掘う 藤沢 塾
(39)

平成27年4月 音響デザイン

『

,

・

兼任 諾酢 内田 窪佳
(67)

平成27年4月 経営管理蔭
経営戦略論

兼任 講師 藤濠 雄一郎
(71)

平成28年4月 情報化社会における労働と蹴業
f当選

. .

兼任 葺き罰 ′j・嶺 忠敏
(68)

平成27年4月 スポーツマネジメント
.

・ .
・ 「

繋任 讃B 藤野 真
(36)

平成28年4月 企業と法律
人的資源管理論 ◆

兼任 雛寺 早瀬 隆司
(62)

平成27年4月 環境政策概論 .

.
,

ーー---

兼任 昇師 秦 信競
(60)

平成27q声月 環境マネジメントシステム

兼任 溶酢 三湯 芳準
(58)

平成27年4月
省エネルギー工学実習 1
省エネルギー工学実習 11
省エネルギー工学実践

兼任 講師 山本 亨
(53)

平成27年4月
省エネルギー工学実習 1
省エネルギー工学実習n
省エネルギー工学実践

・

兼任 講鐸 橋口 亮
(60)

平成28年4月 食品化学
栄養化学

.

兼任 語銃 頁山 雅也
(42)

平成28年4月 応用鍬生物学
.

兼任 き茸蔚 笹田 和子
(40)

平成26年4月

国語 [A
国語 IB
国語口A
国語 118

兼任 嫌師 Larryjuu Acost8
(36) .

平成26年4月 蓑会話 1
英会話.n

『

, ◆

『 , .

く共通 >

(1) 担当教員表
設 置 時 の 計 画 変 更 状 況

後 者
専任 ・
款担 ・
兼任の
別

職名 氏名
(年齢)

就任予定年月 担当授業科目名
専任・
隷担・
糞任の
劃

・山瀬名 氏名
(年鉾)

就任予定年月 担当授業科目名

兼担 擬 谷 昇
(65)

平成26年3月

力学【
力学 11 ・
熱力学
電磁気学
インターンシップ
物理学実験

佳

任

桓

兼

胃

兼

唯教
賛

谷 外
(稀)

坦 鑓
(うり

加藤 貸
(=)

平談27隼 1月

甲哀27年4月

lit泉27年 1月

力学ー
力学u
浄力学
額a磁気学 ,
インターンシップ

幹理学実験

谷鱈浸平鼓27年3月退職
により耳Z成27iFI月から
大植→大任となる,(27)

.:
宝ヂ教授申貴27手3月濃較
!とより平成27羊 1月から
教祖→兼任となる,(27)
学窪27年現 象髪昇格 .
(27) ,

谷拭授甲質27年3月選寂
により平貢27年リ1から
蒼桓→共倭となる.(27)

兼担 教授 藤原 豪
(65)

平成26年4月
基礎数学
微分積分学 1
線形代数学 1
様形代数学n

兼任 講師 藤原 姦
(65)

平成26年4月

基礎数学
微分積分学 I
護形代数学 1 ′
捺形代数学口

藤原教授平成26年3月過疎
により平成26年4月から
滅担→兼任となる。
(25)

兼担 教授 積年 一彦
(64)

平成26年4月

大学生入門
ながさきを学ぶ
ことばと映像
近代日本文学
日本文化論
人文科学ゼミ1
人文科学ゼミ11
総合間穫ゼミ1
総合問題ゼミロ

.

rr

.

r
.

r
・

兼担 碗授 木材 惇
(59)

平成26年4月

大学生入門
平和を学ぶ※
哲学
批判的思考法
人文科学ゼミ【
人文科学ゼミロ
総合問題ゼミ1
総合問題ゼミロ

難
纏

教授

堰教

上菖 恒太郎
(65)

木氷 鱒也
(53)

平或27年1月

平成27年4月

哲学

批判的思考法

平疏26年3月水行図教授
辺億による担当者・麦夏,
他の科目については、担当
教員が様数いるク)で支障
はない.(27)

兼担 教授 村田 義幸
(69)

平成26年4月 心理学
人間関係論

rr .



恭担 唯教授 漣佐 雄一郎
(40)

平成26年4月

微分積分学 1
微分積分学口
微分積分学m
力学 1
力学11
熱力学
電磁気学

・

.

,

ー

.

慕担- 准教授 芝野 由和
(64)

平成26年4月

大学生入門
平和を学ぶ
政治学基礎
現代政治
国擦関係論
社会科学ゼミ1
社会科学ゼミロ
総合問題ゼミ1
総合問題ゼミロ

キ訂毛

た幸三

1翼長『 2髪子 由れ
(60

絹円 守
(37)

弓1,「・モ27¥ 現

;;な127!学1月

平穏化≠を;
政治学基礎
現代魂治
屋号甘煮誓!当

社会すモネゼミ1

芝野山南絵をミ授平安27年3
月は経により平成27年1月
かう共ロー教任となる.
檀のf“=二′)いては、
担当教員が程ミtいるので
支簿はない,(27)

禁担 唯教授 本永 勝也
(66)

平成26年4月

大学生入門
平和を学ぶ※
日本事情概論
歴史学
近現代史
現代社会を考える
人文科学ゼミ【
人文科学ゼミロ
総合問題ゼミ1
総合問題ゼミロ

ー

ー

准教授 濠谷 顎一
〈41)

平成26年4月

大学生入門
健康の科学 .
保健体育実技A
保健体育実技B
人間工学

三宝ほ 1等差ラ "1 繕三
(7oy

徒住ま定

後任未定

平群27苧 1月 傷鎧体育実技A

鎧蔓の"学
係錘体育実技A

人間工寧

三谷票 -・透きまき子1IZ7卒
3月遼壇によりギミモ27半
4月から担当者麦豆
「鐘喫めT÷学」「婦達体
育実技′＼」の巽任は平E2
27羊客れ鷲中に鐘観千だ,
「大学生入門iば担当
象員が鞠ミている刀で支
障はない;(27) ▲

2016年度閤簿であるため
20015年度中に侵任を
決定する,(27) '

,蒙担 唯教授 上野 誠司
(51)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語 IB
基礎英語1IA
基礎英語DB
英語論 IA
英語 IB .
英語演習A

・

.

. ・

.

』

,
.

.

蒙担 権教授 山田 璽EJ
(61)

平成26年4月

基礎英語【A
基礎英語【B ,
基礎英語虹A
基礎英語1IB
英語 1^
英語 IB
英語D
英語m
英語演習B

.

・

・ ◆

,.

蒜担 唯教授 小川 係博
(64)

平成26年4月

!a;-1
独語口
基礎葵語 IB
基轡英語1IA
基礎英語DB
英語 IA
英語 IB
英語皿
大学生入門

兼任 i喜憂5 小川 係博
(65)

平成"卒1月

孝三1吾1
技i音jl
業豊美樗日入
英蝿m

′j・」il{雫博徒教授平た窄 7年3
月逗種により平武27寺班
から兼桓- 美佳となる,
他の科目については、桓当
教員が複数いるので支障
はない,(27)

恭担 確執授 百田 みち子
(65)

平成26年4月 仏語 1
仏語D 兼任 准教授 百田 みち子

(65)
平成26年4月 仏語 1

仏語n

百即雀教授平成26年3月退
職により平成26年些月から
其起→兼任となる。 (26)

芸担 接合行 佐藤 雄一郎
(41)

平成26年4月

大学生入門
憲法 1
憲法虹
法学入門
現代社会と法
人文科学ゼミ1
人文科学ゼミロ
総合問題ゼミ1
総合問題ゼミロ
環境と法

恭担 準教授 柴田 守
(37)

平成25年 10月

大学生入門
憲法 1
憲法n
法学入門
現代社会と法
人文科学ゼミ1
人文科学ゼミ亘
総合問題ゼミ1
総合問題ゼミ耳
環境と法

佐奪講師平成25年9月退職
に伴い柴田准教授を後任
として平成25年10月採用
(26)

兼担 鋸師 条戸 孝子
(52)

平成26年4月

日本語 IA
日本語 18
日本語江A
日本語DB
日本語m
日本語W
日本語演習A
日本‐吾演習B

.

h

,.

・ ,

.

兼任 講 藤井 光費
(70)

平成26年4月 力学 1
力学亘

蒜任 拷師 村田 嘉弘
(58)

平成26年4月線形代数学1
線形代数学ロ .

. .

・
.

兼任 毒節 原運 隆一
. (39)

平成26年4月 擦形代数学 1
線形代数学江 ・

兼任 講師 丸山 幸宏
{55)

平成26年4月 線形代数学1
線形代数学n

.

.

兼任 蓉 山下 達也
(32)

平成26年4月 教育学
現代社会と教育



兼任 簿会う ′j・鳥居 仲介
(52)

平成26年4月 文化人類学 【3年に2度開き封
1

兼任 講師 国武 種子
(52)

平成26年4月 女性学 【3年に2度開講】 ・

兼任 総師 前田 嶋次郎
(43)

平成27年4月 経済学 【3年に2度開講】
,

'

・

1

兼任 講師 席 隆三
(65)

平成26年4月 係鐘体育実技A
係鐘体育実技B ・

兼任 1葺鯖 前門 富美子
(69)

平成26年4月 保健体育実技A

.兼任 簿齢 前川 智子
(66)

平成26年4月

基礎英語 IB
基礎英語DB
英語 IB
英語虹

「 ‘

兼任 塘窮 三縄 原子
(60)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語1IA
英語 IA
英語 18
英語皿

・

r

兼任 講師 富川 真知子
(61)

平成26年4月

基礎英語 IB
基礎英語DB
英語 IB
英ぎ語江

▲
・

兼任 1捧読 波崎 大
(40)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語1IA
基礎英語DB
英語 IA
莫語虹

・

・
.

兼任 講話 PascaーYaヒコk
YakUzaバ
(59)

平成26年4月

基礎英語 IA
基礎英語nA
基礎英語nB
英語 IA
英語 18
英語n .

.

,

.

兼任 猪師 Danny Jaた鱒
Louviere

(58)

平成26年4月

基礎英語DA
英語 IA
英会話m
英会話W ' ・

＼

.

1 「
. 蓑複 教授 上菌 {重太郎

(65)
平成26年4月 教育学

現代社会と教育
教員免許状の種類壇力〕に
よる教職県程教員の増員
(2の

(注)・申請書の様式第3号 (その2の1)に準じて作成してください。
なお,当該設置に係る学部,学科等に所属しない教員であって,全学共通,学部共通などの授集科目を担当する教員組織に

所属している場合は, く00 学部 △△学科〉の箇所を「共通」とし,裏を分けて作成してください。
・ 後任が決まっていない場合には, 「後任未定」と記入してください。

辞任者は「備考」に退職年月,氏名,理由を記入してください。
・ 年齢は,「設置時の畳国」には当該学誕胆等の就任時にお{盛る満年齢を, 「変更状況」には平成 26 年 5月 1日現在の遣年齢
を記入してください。
教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合 (「新規採用」,「担
更後の状況を記入するとともに, その理由, 後任者が決まっていない場合は,

「担当授蔓科目の亥更」又は「昇格」をいう。) は,
は, 「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し,変更後の状況を記入するとともに, その理由, 後任者が決まっていない場合は, 「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と

及び今後の採用計画を「倦考」に記入してください。
・ -園 .F].ー・『Jii三 Jilr41 だ;-iir]"・『三.ね暇は,当該専任教員が授髪を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画
変更書」を提出し,大学設置・学校法人審議会による教員資格審査(AC教員書査)を受けて〈ださい。^C歌風客春を受けずに寡任
教員として授業等を担当することは田畠ませんL
「専任教員採用等変更書(AC)」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「0年0月教員審査済」,変更誓を提出予定
の場合は「0年0月変更誓提出予定」と記入してください。

なお,設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は,
( )書き等のみを記入してください。

「貰考」に「(教員審査省略)」及びその変更の理由,変更年度
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設 置 時 の 計 画 変 更 状 況 年 齢構成 年齢構成[前年度の状況]

教 授准教授講 師助 教 計 教 授准教授講 師助 教 計 定年規定の定
める定年年齢

定年を延長し
ている教員数 定 定年を延長し

ている教員数

8 2 3 2 15
(3)(1) (0) (1)(lo)

7 1 3 4 15
[△1][△1][0][ ▲2〕 [0] 6 3歳 5名 63 歳 6名

(2)専任

(注)・「設置時の計画」には,設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに,( )内に開設時の状況を記入し,
「変更状況」には,平成 26 年 5月 1日現在 (就任予定の者を含む)の状況を記入するとともに,[ ] 内に設置時の計画

との増減数を記入してください。 (記入例 :1 名減の場合 ;△ 1)
・「年齢構成」には,当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢 (特例等による定年年齢ではありません),
および,平成 27 年 5月 1日現在,定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員・として採用されている
教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。



(3) 専任教員辞任等の理由

番 号 職 位 専任教員氏名 辞任 (就任辞退を含む)等の理由

」11 教授 池未 純一 定年退縮後の延長期間満了 (27)

2 奪お受 鏡山 正人 本人の都合によるもの (27)

3 塩教授 三瀦 正俊 定年退韻後の延長期間満了 (27)

(注) 専任教員の辞任等の理由について,可能な限り具体的に記入してください。
昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合,赤字にて記入するとともに
を含む)等の理由」に辞任理由等および ()書きで報告年度を記入してください。

(4) 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

・艮 聾した 3 の ~ 2 張 "′ 正

「辞任 (就任辞退

遇 鄭 こ の っ 2 、 題 , 日霜 の ; ,芭 く の で 、 の 1 こつ 、て の

延長期間2年のうち1年を過ぎていた。これらについては新規に3名を採用しその対応にあたっている。学生の授業
に対しては、特に問題なく科目も開講されている。
学生へは、4月に行われる各学科のオリエンテーション全学年の学生に直接伝えると共に掲示をして周知を行った。

(注) ・ 上記 (3) の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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6 留意事項等に対する履行状況等

区 分 留 意 事 項 等 履 行 状 況 未履行事項について
の実施計画

設 置 時

(26年4月)
・該当なし 留意事項

・

.

,

設置計画履行状況
調 査 時

(26年5月)

1,定員充足率が0.7倍未
満となっていることから
学生の確保に努めるとと
もに、入学定員の見直し
ついて検討すること。
2.定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員数
の割合が高いことから、
定年規程の趣旨を踏まえ
た適切な運用に努めると
ともに、教員組織編制の
将来構想を策定し、着実
に実行すること。

改善意見

1.平成26年度より学部改組が
進行中のため、現時点での入 ・
学定員の見直しは困難と考え
ている。このため、改組完成
年度までは、入学定員充足に
向けた取り組みをより一層強
化していく予定である。改組
初年度である平成26年度入試
では、コース制のメリットや
学科並びに各コースの教育課
程の特色が十分周知されてい
ない面もあり、入学者数57名
(0,67倍) と定員を大幅に下

回る結果になった。しかし、
その後の学部学科の特色等の
周知徹底の効果もあり、平成
27年度入試結果では65名の入
学者があり定員の0,76倍にな
った。

2.平成29年度改組完成年度に
向けて、教員組織編制の将来
構想をすでに策定しており、
これに寡づき、定年を越える
教員の若返りを図っている。
平成26年5月1日現在の総合情
報学部教員の平均年齢は54,52
歳であるが、定年を超える教
員3名の年度末退職とそれに伴
う3名の若手教員の採用により
平成27年4月1日現在で教員の
平均年齢が51,95歳となり、定
年を超える専任教員の割合を
低下させており、改善進行中
である。なお、定年退職した
者は、定年を超える属用に関
する規程に基づき、65歳まで
継続雇用することとしている

1.平成28年度入試における、更
なる定員充足率の確保に向け高
校訪問、ホームページの充実等
広報宣伝活動を強化する。特に
高校生へ本学の魅力を直接伝え
る手段として、オープンキャン
パスの開催回数を増やし、高校
での模擬授業、高校生向けの公
開講演会をより多く開催するな
ど知名度を向上させていく計画
である。加えて、平成28年度入
試から特待生制度の見直しも計
画しており、経済的支援環境の
充実も図っていく予定である。
2,教員組織編制の将来構想に基
づき、今後も定年を超える専任
教員の割合を年次ごとに低減さ
せて行く予定であり、改組完成
年度である平成29年度までには
定年を超える専任教員の割合を
30%程度に抑制していく計画で
ある。

設置計画履行状況
調 . 査 時

(□□年□□月)

○○意見

▲

.

設置計画履行状況

調 査 時

(◎◎年●◎月)

,

. 00 意見

‐ ′

.

・

′



(注) ・ 「設置時」には, 当該大学等の設置時に付された留意事項 (学校法人の墓艶せ行為又は寄附行為変更

の認可の申請に係る留意事項を除くL) と,それに対する履行状況等について,具体的に記入し,

報告年度を ( )書きで付記してください。.

「設置計画履行状況調査時」には,当該設置計画履行状況調査の結果,付された意見に対する

履行状況等について,具体的に記入するとともに, その履行状況等を裏付ける資料があれば,添付

してください。.

・ 定員管理に係る留意事項への履行状況は,1副摘を受けた学科等についてのみ珪己入してくださいQ‐

・ 該当がない場合には, 「該当なし」と記入してください6
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7 その他全般的事項

<工学部 工学科>

(1.) 設置計画変更事項等

・ 設 置 時 の 計 画 ・1 変更内容 .状況,今後の見通しなど

1 .
特になし

1
(注) ・ 1~6 の項目に記入した事項以外で,設置時の計画より変更のあったもの ヨ、。

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
・ 設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し,それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。 (記入例参照).

(2) 教員の資質の維持向上の方策 (FD 活動含む)

実施体制

委員会の設置状況
・教務専門委員会

b 委員会の開催状況 (教員の参加状況含む)
・原則として毎月1回 (除く8月) 開催、各コースから1名 (計 8名)、共通教育から3名、教職課程から1名
情報科学センター運営委員会から1名、教務部長、教務課長で構成

委員会の審議事項等
・教務関係全般の事項
・授業評価アンケートの実施についてまたその結果の分析について
・授業評価アンケートの質問項目の検討について
・FD 研修会の実施内容について {教務関係)
.研究授業参観について ,

実施状況

実施内容
・授業評価アンケート年 2回 (前期、後期各 1回)

・FD 研修会年 5,6 回 (うち教務に関する内容 3回)

・研究授業参観年 1回

b 実施方法

・授業評価アンケート (選択方式、自由記述含む)結果を報告書として冊子体にまとめている。
・FD 研修会 (スクール方式、質具応答有)
・研究授業参観は各コースより対象とする科目を抽出してもらい参観希望者を募り実施する。
実施後は各自に報告書を提出させる。

開催状況 (教員の参加状況含む)

・授業評価アンケートは専任教員全員及び非常勤講師全員の科目で実施する。
・FD 研修会は平成 2 6年度は 9回実施 (うち教務関係 5回) し、出席者の平均は 33 名だった。

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
・授業評価アンケートは結果を報告書としてまとめ、学生にも閲覧できるようにしている。また、
学生からの評価の低い項目については改善点の報告を求めている。

・FD 研修会では指導方法の研修だけではなく、全学的に-致した認識が必要なもの、例えば、
発達障害に関する情報や教育にかかわる法令の改正内容についての勉強会等も行い、授業改善
への取り組みの参考にするべく開催している。

学生に対する授業評価アンケートの実施状況.
,

.

a 実施の有無及び実施時期
・年 2回実施 (前期、後期各 1回)

b 教員や学生への公開状況,方法等)

・報告書を作成し、教員全員に配布。各コースの事務室に配布し学生が自由に閲覧できるようにしている。
「l a 委員= の設置i・況」には, 関係規程等を転載又は添付すること。
「②実施状況」には,実施されている取組を全て記載すること。 (記入例参照)
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(3) 自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

別紙通り

自己点検・評価報告書

a 公表 (予定)時期

・「自己点検評価書」という冊子を刊行し、学内に配布済。

・大学ホームページ上に公開済

③ 認証評価を受ける計画

・平成 2 6年度に評価機関 (公益財団法人日本高等教育評価機構)の認証評価を受審し、平成 2 7年 3月 10 日付
で認定証を受け取った。

(注) ・ 設置時の計画の変更 (又は未実施)の有無に関わらず記入してください。
.また,,「① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」についでは,できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。
なお,「② 自己点検・評価報告書」については,当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

(4) 情報公表に関する事項

○ 設置計画履行状況報告書

a ホームページに公表の有無 ( , ⑰ . 無

b 公表時期 (未公表の場合は予定時期) ( 2 7年 6月 1日
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設置の趣旨・目的の達成流況に関する総括言軸髄・所見

総合醇報学部総合i青報学科(知能jR辞艮工学・マネジメント工学・生命環境王学コース)は、

平成 27年度で開設2年目を迎えた。

開設鶏切≠年度にあたる平成 26年度には、コース別に入学勘ゴー」を実施しているが、学畔学生

の初年次教育科目として総合i静侵学科全体として必修の「総合鰯浸学フォーラム1」(前節、
「総合i青報学フォーラムn」後勘とr総合i青報学概論A・BI」、聡合情報料隣論A・Bni を

開講した。「総合情報学フォ}ラム1」では学科の専任教員15名全員力導旦当となり、学生生
活の指導としてポートフォリオや面才欝謙導、キャリアー教育、グル÷ブによる活動などを行

った。また、「総合情報学フォーラムロ」では、当学科の教育目標であるぽ課題発見能力・課

′勘解決能力を持つ人材を養成するため」に専門教員15名が各グル÷ブ20名の少人数教育を
実施した。「総合r静時!概論A・BI」、「総合i瀞報謝鴎論A・Bn」では専任教員によるオムニ

バス形式で、前期と後期に各3または6回ずつ授業を行い、2年次別絹こチテう専門科目の授
業内容についての入門白煽龍=義として、2年次からのコース別専門教育への導入教育とした。

15名の教員の専門的個性とバラエティーに富んだ授業内容を通して、「21世紀の循環型社
会に求められる情報閉術の開発に寄与するための、,高い国際性・技術者倫理・コミュニケ-

ション能力」の概観を提供することが肥、きた。

平成 26年度後半において、コース変更希望の聞き取り調査を実施して、1名の変更希望
があった。27年度 4月に、1年次生に対しても都乍年度と同様に学科としてまとまって受講

ヂ岸導、面談等を実施した。2年次生に対してはコース別ガイダンスを行い、カリキュラムの

基本設計を説明し、履修上の注意も含めて科目履修チ謙導も実施した。現在、各授業とも純良
に展開されている。

また、2年次より、必修科目として「総合i青報学ゼミ1」、「総合i青報学ゼミロ」が開講され、
各専門教員のゼミに配属して、少人数体制に講義と実習などを組み合わせているので、先生
と学生間の犀窮艶癖宿まり、学生の関心や意欲も高く、極めて高い教育効果訪塀縛される。
以上、耕欝斗開設2年目がスタートしたばかりで、これから専門分野の授業が本癖綿勺に展

開されるという段階なので、十分な成果はまだ目に見える形で明らかになっていないが、特
に専門教育の授業に対する学生の期待感や意翁氏が心しひしと伝わってきており、その高い成
果め頓潟侍できる。
施設面については、当学科の共同研鞍…室的な学生談話室やコミュニケーション室防戦!置さ

れ、先輩や後蓄等による意見交換会などが自由に行われており、さらに…調障滋習などに使用
されている。

以上、開設2年目を迎えた総合情報学科について、学科運営はほも餅沌良に推移していると
言え、平成27年度の箸隊志望者数は前年度より増加し、入学者数も7割以上に達し、回復
の兆しが見えてきたと考える。
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